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今年のハムフェアーでの買い物は、何時もの白紙ＱＳＬカード 1000 枚と中古のハンディ

ー機のＶＸ-６とＺＥＰＰアンテナのキットを購入しました。 

ＶＸ-６は、直ぐにリチウムイオン電池が充電不能になり外部電源が必要なハンディー機と

なってしまいました。 

 さて、ハムフェアーのクラブブース巡りをしていると、「50Ｍhz ZEPP-ANT」の文字が目

に留まりました。50Ｍhz の文字と ANT の文字には、つい引きこまれてしまいます。 

ＺＥＰＰアンテナはツェッペリン飛行船に搭載されたことからこの名が付けられたアンテ

ナです。 

ＡＮＴの給電部に LC 回路を用いて、給電する

電圧給電型アンテナです。私の様にベランダに

アンテナを設置するハムにとっては大変に使

い易いアンテナです。 

立川の固定から50ＭｈｚでＱＲＶする場合は、

アンテンの１/２λZEPP型ロットアンテナを物

干しポールに水平固定して地上高 17ｍ位で使

用しています。 

このアンテナと 50Ｗで、夏場のＥスポによる

国内ＱＳＯは十分に楽しめます。 

また、コンディションの良い時には、アジア諸国やＶＫ・ＺＬなどとも交信出来ました。 

 

今回、製作したＺＥPＰアンテナのキットは、電圧給電部に塩ビのパイプを加工して、同

軸コネクターやアンテナ端子が取付けられています。塩ビのパイプ内にＬＣの配線とアンテ

ナ線を取り付ければ完成するキットでしたが、なかなか製作作業に時間が取れずに、１０月

に入りやっと製作する事が出来ました。 

 

Ⅰ 製作の手順 

1、袋に入っていた、塩ビパイプやコイルに使うウレタン線などを取り出して 

部品を確認します。 

2、同軸コネクターに接続された、同軸にコンデンサーを半田づけします。 

 

 

 

 

 



３、アンテナのエレメント取付端子に、リード線を取り付けて、同軸ケーブル 

の外皮を塩ビパイプの外側端子に半田付けします 

 

 

 

 

 

 

 

 

4、アンテナのエレメントからのリード線とコンデンサーからのリード線を塩 

ビパイプの外側端子に半田付けします 

 

 

 

 

 

 

 

 

5、マッチングコイルを 5.5 回巻いて、給電部の完成です 

 

 

 

 

 

 

 

 

6、アンテナのエレメントを 3ｍにカットして給電部に取付けて、ＺＥPＰアンテナが完

成です。 

 

Ⅱ アンテナ調整 

アンテナの調整は初め駐車場で行いましたが、駐車場の周りにある金網が影響する様で 

ＶＳＷＲが 2.5 以下に下がりませんでした。 



次にベランダに伸縮ポールと水平にポールを

出して、調整ヒゲエレメントをニッパーで切り

ながら調整しました。 

なかなかＶＳＷＲが下がらず、共振周波数がズ

レてる様です。 

ディプメーターやアンテナアナライザーがあ

れば正確に共振周波数が分かるのですがＶＳ

ＷＲ計だけでは、計算値のみなので難しかっ

た。エレメント長を短縮率 98％にして 2.94ｍ

でＶＳＷＲを測定すると 52Mhz 付近でＶＳＷＲが 1.2 でした。 

共振周波数が高いので、また 3ｍに戻して調整ヒゲを垂らしたままで、測定すると、50.01

Ｍｈｚ付近でＶＳＷＲが 1.2 でした。３㎝程カットすると 50.24 付近でＶＳＷＲが 1.2

となり、これで良し、として調整ヒゲをエレメントにテープで固定すると、またしても 

50.24 でＶＳＷＲが 2.0 となりました。調整ヒゲはたらしたままで完了としました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 交信結果 

① ＦＴ-８１７で調整途中に、ＱＲＶしていた局とのレポート 

 1Ｗ   ＡＭ  ＵＲ ５８ ＭＹ ５６ ＱＴＨ 茨城県石岡市 

② 調整完了後、ＴＲ-９３００で交信レポート 

1０Ｗ ＳＳＢ ＵＲ ５９ ＭＹ ５９ ＱＴＨ 千葉県鴨川市 

1０Ｗ ＳＳＢ ＵＲ ５７ ＭＹ ５１ ＱＴＨ 山梨県笛吹市 

 

ワイヤーアンテナなので手軽に持ち運びできるので、移動運用などで使用して 

みたいと思いまます。 
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